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経済環境 
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国内 自動車・タイヤ生産量 

（出典：日本自動車工業会、 
日本自動車タイヤ協会） 

合成ゴムと原料ブタジエン市況 

NBR市況_CFR東南アジア（出典：ICIS） 
SBR市況_CFR東南アジア（出典：CMAI） 

スポットBD_CFR台湾（出典：PLATTS） 

（US$/mt） 



経済環境 
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天然ゴム市況 

（出典：合成ゴム月報） 

為替と国産ナフサ価格 

（’12年度下期は当社推定） 



-仲間との 
 相互信頼- 
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重要な 
価値観 

大切にする 
ゼオンらしさ 

 - 化学の力で 
     未来を今日にする 
            ＺＥＯＮ - 

２０２０年のありたい姿 

わたしたちゼオンは、お客様の夢と 
快適な社会の実現に貢献し続けます。 

中期経営計画（2011年度～2013年度） 

２０１１～２０１３年度までの 
実行計画に展開 



高機能材料事業 エラストマー素材事業 

ＳＺ       基本戦略 
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エラストマー素材事業と高機能材料事業のそれぞれの 
強みを磨き上げ、両輪でグローバルに事業を拡大する 

2020年度連結売上高5,000億円  2020年度海外生産高比率50％  

成長市場への 
グローバルな対応による 
強い事業の更なる強化 

重点３事業分野での 
研究開発の加速による 

事業拡大 

  事業セグメント別戦略 



高機能材料事業 エラストマー素材事業 
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成長市場への 
グローバルな対応による 
強い事業の更なる強化 

重点３事業分野での 
研究開発の加速による 

事業拡大 

  事業セグメント別戦略 



成長市場へのグローバルな対応による強い事業の更なる強化 
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       グローバル展開 

■ 既存生産拠点 
□ 新設生産拠点 
● 既存販売拠点 
○ 新設販売拠点 

中国 
管理性公司設立・ 

PSC生産拠点 

米国 
Zetpol®増設 

ZCLP テキサス工場 

中国 ＰＳC（パウダースラッ
シュ材料）工場 

シンガポール 
Ｓ－ＳＢＲ生産拠点 

ベトナム 
加工拠点  

韓国 
販売拠点  

エラストマー 

ベトナムで建設中の 
包装資材生産拠点 

タイ増設 起工式 

タイ 
石油樹脂増設 

インド 東京材料 
販売拠点 
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       グローバル展開 エラストマー 

生産拠点 進捗状況 

２０１１年         ２０１２年       ２０１３年 

タイ 

石油樹脂 増設 

      着工          稼働予定  

              ７月 

ベトナム 

加工拠点 新設 

 

 

       着工          稼働予定 

                  ４月 

シンガポール 

Ｓ－ＳＢＲ 新設 

                   着工                 稼働予定 

                      ７月 

米国 

Ｚｅｔｐｏｌ®増設 

   着工    稼働 

     ４月 

 

 

中国 

ＰＳＣ 新設 

  着工    稼働 

     ４月 

※ＰＳＣ：パウダースラッシュ材料 
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       Ｓ－ＳＢＲ新プラント建設＆新製品開発 

拡大する低燃費タイヤ市場向けに供給能力を確保する 

エラストマー 

シンガポール新工場 
  2013年7月稼働 
 

新車燃費規制、リプレイスタイヤラベリング制度
に対応した次世代タイヤ用ゴムの開発進展 

低燃費性とウェットグリップ性 
を高度に両立させる新たな 
ポリマー変性技術を開発 

シンガポール工場建設順調 

ウェットグリップ性 

Ｂ社 

Ａ社 ゼオン 
NS600 
シリーズ 

ゼオン 
シリカ変性 SSBR 

第 2 世代 

低燃費性 

Ｃ社 
シリカ変性 
S - SBR 第 1 世代 

ゼオン 
シリカ変性 SSBR 

第 3 世代 
（開発中） 

ウェットグリップ性 

Ｂ社 

Ａ社 ゼオン 
NS600 
シリーズ 

ゼオン 
シリカ変性 SSBR 

第 2 世代 

低燃費性 

Ｃ社 
シリカ変性 
S - SBR 第 1 世代 

ゼオン 
シリカ変性 SSBR 

第 3 世代 
（開発中） 

ゼオン 
シリカ変性SSBR 

第３世代 
（開発中） 
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       新ゼットポール水素化設備完成 エラストマー 

高機能化する自動車材料への対応 

2012年 8月竣工 

2012年 11月商業運転開始 

設備能力： 500t／年  

新ゼットポール水素化設備竣工（当社川崎工場内） 

ｴｱｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾌｫｰﾙﾄﾞｶﾞｽｹｯﾄ、 

建機燃料ホース、ハブシール、 

ｷﾞｱﾎﾞｯｸｽO-ring、 

油中タイミングベルト 

油中タイミングベルト用ハンプ、 

心線処理剤、自動車用摩擦材 

 

新ゼットポール用途展開 

ゼットポールラテックス用途展開 

新ゼットポールによる耐熱温度の改善 

新ゼットポール 

従来品 
ゼットポール 

15℃以上改善 

耐熱温度（℃） 

シ
ー

ル
・ガ

ス
ケ

ッ
ト

寿
命

（
時

間
）
 



13 

       熱可塑性エラストマー新規用途の拡大 エラストマー 

ラベル・エラスティックフィルム用途向け販売拡大 
新規用途向けSIS 販売数量 （数量：mt/年） 

計画 *SIS スチレンイソプレンブロックポリマー 

* 
紙おむつのファスニング部分に使用 



高機能素材 

高機能材料事業 エラストマー素材事業 
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成長市場への 
グローバルな対応による 
強い事業の更なる強化 

重点３事業分野での 
研究開発の加速による 

事業拡大 

  事業セグメント別戦略 

高機能材料事業の重点３事業分野 

情報用部材 

（オプト用） （実装用） （電子用） 
メディカルデバイス エナジー用部材 
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      高機能材料事業＜情報用部材＞ 高機能 

当社光学フィルムの販売数量推移 

実績 ３QT,４QTは計画 

販売数量 
（指数） 

※ 指数は’10年度1QTの販売数量を１００とした場合 

偏光板接着問題 
によりシェア低下 

問題解決&ガラス 
薄膜化対応で 
シェア回復 
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      高機能材料事業＜情報用部材＞ 高機能 

偏光板接着問題 

偏光板製造工程での接着方式変更（水系接着→UV接着）推進により 
①偏光板生産性改善（ゼオノアフｨルム®偏光板＝TAC偏光板） 
②品質課題改善 
を実現。 

ガラス薄膜化対応 

パネルメーカーでのコストダウン検討推進によるガラス薄膜化で偏光板の 
反りが課題になり、寸法安定性の良好なゼオノアフｨルム®の採用拡大。 

60℃ ＲＨ90％,100時間  ： 薄膜化 

ゼオノアフィルム®の高い寸法安定性＝偏光板反り防止 

接着剤（水系→UV) 

ゼオノア 
PET 

PC 
TAC 

液晶パネル構成一例 

偏光板の構成 

ゼオノアフィルム®使用 
収縮率 

（％） 

TAC

接着剤（水系→ＵＶ） PVA

位相差ﾌｨﾙﾑ(ｾﾞｵﾉｱ)
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      高機能材料事業＜情報用部材＞ 高機能 

【 新工場の概要 】 

・ 生産能力： 約1,000万㎡／年  

・ 完成予定：2014年3月 

■中小型用ＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）向けの更なる需要拡大に対応 

■ＢＣＰ（事業継続計画）の観点等を考慮 

■投資額は総額約７０億円 
 

 

既存の斜め延伸設備と合算した生産能力は2,500万m2／年になる。 

福井県敦賀市に斜め延伸位相差フィルムの新工場を建設 

スマートフォン・タブレットPC面積市場 （百万m2） 

（出典：ディスプレイサーチ） 
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      高機能材料事業＜エナジー用部材＞ 高機能 

ゼオンのリチウムイオン電池向け製品 ゼオンの電池材料売上 

※指数は2010年度を1とした場合 

負極用バインダー 

実績 

実績 

当初計画 

見直し計画 

（年度） 

売上高 
（指数） 

機能層用材料 

エナジー材料事業は、製品群を拡大させ、当初の目標を上回り順調に事業拡大 

安全性 
寿命特性 
注液性 

などを向上させる 
機能層(多孔層) 
用材料 

*製品群の拡大により、2011年度市場成長率 
約10%を上回り事業拡大中 (IT総研データ) 

シール材 

正極用バインダー 



 バイポーラ高周波ナイフ  
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      高機能材料事業＜メディカルデバイス＞ 高機能 

早期癌を治療する 
ための内視鏡用 
電気メス 

内視鏡下専用の 
治療後の出血・ 
出血予防のため 
の止血クリップ 

   止血クリップ     

消化器関連デバイス 新製品・改良品の導入 

「Ｊｅｔ Ｂ‐ｋｎｉｆｅ」 「ゼオクリップ 」 

新製品・改良品の販売開始 

® 

'11年度 '12年度

新製品 EP用デフレクタブルシース ○

改良 胆管内視鏡用ベアメタルステント改良タイプ ○

改良 胆管内視鏡用カバードステント改良タイプ ○

改良
EMR/ESD用止血クリップ改良タイプ
（装置・クリップ）

○

改良 胆道結石砕石デバイス改良タイプ ○

新製品 フラッシュ機能付バイポーラESDナイフ ○

分類 製品
販売開始

「ゼオクリップ® 」

「Jet B-knife」
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高機能新規素材開発例 高機能 

2011年度～ 産業技術総合研究所（産総研）共同事業 

補正予算事業（2009年度） 

量産技術開発、サンプル提供 

基板大面積化 

連続合成技術 

ＮＥＤＯ 
 CNTキャパシタ開発ＰＪ成果 

カーボンナノチューブ事業の取り組み（CNT製造） 

大面積・連続化 

スーパーグロース法CNT実証プラント 

2012年度～ 日本ゼオン独自での製造開始 

産業化を見据えたサンプル提供 
（B to Bによる事業化促進） 

カーボンナノチューブ（CNT） サンプル製造を開始 
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高機能新規素材開発例 高機能 

カーボンナノチューブ事業の取り組み（CNT安全性） 

CNT作業環境基準値 
 （時限）の提案 
CNT ・・・ 0.03mg/m3 

産総研/産業医科大 

NEDO-PJ 
「ナノ粒子特性評価手法の研究開発」 

産総研/産業医科大/etc 

METI-PJ 
「ナノ材料の安全・安心確保のための 
国際先導的安全性評価技術の開発」 

2006年 2011年3月 2011年9月 2016年3月 

リスク評価書 管理枠組み 

産総研/TASC 

2010年9月 2015年3月 

METI-PJ（2010年9月～2011年3月） 
「低炭素社会を実現する超軽量・高強度革新的融合 
材料プロジェクト」 
NEDO-PJ（2011年4月～） 
「低炭素社会を実現する革新的カーボンナノチューブ 
複合材料開発」 

技術研究組合単層ＣＮＴ融合 
新材料研究開発機構（ＴＡＳＣ） 
理事長：日本ゼオン㈱ 取締役社長 
  古河直純 

参加企業 

産業技術総合研究所、東レ株式会社、 
日本電気株式会社、帝人株式会社、 
住友精密工業株式会社、日本ゼオン株式会社 OECD:経済協力開発機構 

・安全性報告書 
・OECDエンド 
 ポイント測定 
・簡易計測技術 
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 研究開発費の推移 
（億円） 

（年度） 

連結研究開発費推移 



ゼオンのコスト競争力強化 

テ
ー
マ
化 

知的生産システム 

※生産革新：ダイセル式生産革新手法 

作業負荷低減・共通言語 

運転標準化 

風土改革 

【生産革新】 ※ 

【ＺΣ 活動】 
★コストダウンテーマ 
★サークルテーマ（小集団活動） 
★コスト意識醸成・教育 

トップダウン 
で推進 

ボトムアップ 
で活動 
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 コスト競争力の向上 

ZΣ 活動 効果額・テーマ件数推移 

革新・改善活動を継続 
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  業績目標 

売上高 
(億円） 

2020年度 連結売上高5,000億円 を目指す 

連結売上高 

設備投資額 

'10年度 '11年度 '12年度 '13年度 '20年度 

2,704 2,628 2,600 3,200 5,000 

'10年度 '11～'20年度累計 

103 3,200 

(億円） 

(億円） 



スピード 

対 話 

社会貢献 

-仲間との相互信頼- 
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以    上 
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本資料に掲載されている当社の計画、見通しなどは現在入手可能な情報に 

基づき算出したものであり、リスクや不確定な要因を含んでおります。 

実際の業績は様々な要因により、異なる結果となる場合があります。 

日本ゼオン株式会社 CSR統括部門 広報室  

東京都千代田区丸の内1-6-2 新丸の内センタービル 

Tel:03-3216-2747, Fax:03-3216-0501 


